
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

写本に見える観世音寺文書について

森, 哲也

https://doi.org/10.15017/1134

出版情報：史淵. 138, pp.19-51, 2001-03-30. 九州大学大学院人文科学研究院
バージョン：
権利関係：



写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て森

哲

也

は
じ
め
に

　
日
本
古
代
・
中
世
の
古
文
書
に
つ
い
て
は
原
文
書
で
伝
わ
る
も
の
の
ほ
か
、
現
在
、
現
物
の
所
在
が
知
ら
れ
ず
、
あ
る
い
は
火
災

な
ど
に
よ
っ
て
失
わ
れ
、
案
文
や
後
世
の
写
し
、
影
写
本
、
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
、
写
真
に
よ
っ
て
し
か
、
形
態
や
内
容
を
確
認
で
き
な

い
も
の
が
あ
る
。
皆
川
完
一
氏
に
よ
り
正
倉
院
文
書
研
究
に
お
け
る
写
本
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
東
大
寺
文
書

な
ど
他
の
文
書
研
究
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て
、
筆
者
が
東
大

寺
文
書
・
観
世
音
寺
文
書
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
気
づ
い
た
若
干
の
事
例
を
報
告
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
史
料
名
・
刊
本
等
の
出
典
等
に
関
し
以
下
の
よ
う
な
略
称
を
用
い
て
い
る
。
東
大
寺
図
書
館
架
蔵
成
巻
文
書
は

東
成
、
同
製
架
蔵
未
成
巻
文
書
は
東
未
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
東
大
寺
文
書
は
内
閣
と
略
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
数
や
分
類

番
号
を
示
し
た
。
平
安
遺
文
は
平
、
鎌
倉
遺
文
は
鎌
、
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
1
8
東
大
寺
文
書
は
東
、
大
日
本
史
料
は
大
史
と
略

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
数
（
編
数
）
1
頁
数
や
文
書
番
号
等
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
史
料
引
用
に
際
し
て
も
常
用
漢
字
・
新
字
体
を

用
い
た
。

写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

一
九



写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

二
〇

第
一
章
　
江
藤
正
澄
『
豊
楽
雑
纂
」
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
に
見
え
る
観
世
音
寺
公
験
案

　
　
　
　
　
第
一
節
本
史
料
の
概
要

　
筑
紫
観
世
音
寺
は
保
安
元
二
一
二
〇
）
年
、
そ
の
東
大
寺
末
寺
化
に
伴
い
公
験
案
を
東
大
寺
に
進
上
し
た
。
こ
の
公
験
案
の
う

ち
、
名
称
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
現
在
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
な
い
も
の
が
二
〇
点
ほ
ど
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
一
点
の
片
鱗
が

知
ら
れ
る
史
料
を
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
江
藤
正
澄
『
寧
楽
雑
纂
　
こ
（
架
蔵
番
号
①
設
＼
斗
＼
一
）
の
、
明
治
八
（
一
八

七
五
）
年
一
～
三
月
の
記
事
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
筆
者
で
あ
る
江
藤
正
澄
の
略
歴
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
彼
は
幕
末
～
明
治
時
代
の
国
学
者
・
考
古
学
者
・
神
官
で
あ
り
、
天

保
七
（
一
八
三
六
）
年
、
現
在
の
福
岡
県
甘
木
市
に
秋
月
藩
士
上
野
忠
右
衛
門
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
、

医
師
江
藤
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
明
治
維
新
後
、
筑
前
太
宰
府
神
社
宮
司
、
大
和
丹
生
川
上
神
社
や
広
瀬
神
社
の
大
宮
司
を
歴
任
し

た
が
、
明
治
一
〇
年
、
父
の
死
に
よ
り
帰
郷
し
た
。
そ
の
後
は
現
在
の
福
岡
市
中
央
区
篶
子
に
お
い
て
収
集
品
を
商
っ
て
生
計
を
立

て
、
同
四
四
年
二
月
に
死
去
し
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
彼
は
彪
大
な
書
籍
・
考
古
資
料
を
収
集
、
あ
る
い
は
書
写
し
て
お
り
、
『
寧
楽
雑
纂
』
は
彼
が
奈
良
在
任
時
に
見
聞
し
た

各
種
の
資
料
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
江
藤
正
澄
は
、
寅
大
寺
古
文
書
市
名
鞍
綴
前
L
（
目
次
）
と
し
て
、
次
に

示
す
東
大
寺
文
書
・
観
世
音
寺
文
書
の
抄
出
、
な
ら
び
に
観
世
音
寺
の
朱
印
影
の
模
写
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
①
安
元
元
（
一
一
七
五
）
年
八
月
七
日
東
大
寺
領
荘
園
文
書
目
録
〔
早
稲
田
大
学
所
蔵
文
書
・
平
七
－
三
七
〇
〇
〕

　
②
保
安
元
年
六
月
二
八
日
観
世
音
寺
公
験
案
〔
後
掲
〕

　
③
保
安
元
年
六
月
二
八
日
観
世
音
寺
公
験
案
〔
東
成
四
三
・
東
七
一
三
一
五
・
平
四
－
一
四
一
三
、
一
四
〇
九
、
二
一
三
五
一
、
三



　
　
四
〇
、
三
四
三
、
三
三
七
、
三
三
五
、
三
三
六
〕

　
④
③
文
書
の
朱
印

　
⑤
保
安
元
年
六
月
二
八
日
観
世
音
寺
公
験
案
（
前
半
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
早
稲
田
大
学
所
蔵
文
書
・
平
一
一
一
五
八
、
一
五
七
、
一
六
〇
、
一
五
四
〕

　
さ
て
、
本
章
で
取
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
の
は
②
で
あ
り
、
図
1
と
し
て
関
係
部
分
の
写
真
を
掲
げ
（
本
稿
末
尾
に
掲
載
）
、
釈
文
を

示
す
こ
と
に
す
る
（
改
行
は
写
本
の
ま
ま
、
a
～
d
は
筆
者
が
便
宜
上
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
a
の
（
奉
ヵ
）
も
筆
者
の
注
記

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
注
記
な
ら
び
に
上
部
の
海
楼
注
記
は
江
藤
正
澄
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）
。

a
　
一
通

b
　
一
通

。
　
一
通

観
世
音
寺
解
　
　
申
請
　
　
府
裁
事

五
重
蒙
　
府
裁
任
　
本
願
施
入
帳
以
筑
前
国
璽
済
税
司
半
島
米
内
十
四
石
四
斗

奉
ク奏

備
不
空
観
音
供
米
状
　
　
　
　
　
　
○
寛
治
二
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
御
判

　
　
本
マ
マ

府
政
所
下
　
　
筑
前
国

応
任
寺
牒
旨
以
本
色
充
行
観
世
音
寺
五
仏
供
養
母
騨
鱗
騨
即
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
応
徳
二
年
三
月
十
日

府
牒
　
　
観
世
音
寺

　
応
永
奉
備
新
造
菩
薩
天
王
燈
油
仏
供
事

　
　
日
別

　
　
　
米
誌
升
　
充
筑
前
国
祭
米
内
　
不
甲
羅
索
観
音
壱
升
　
飯

写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て



d

写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

四
大
天
王
参
升
　
飯
陸
升
料
　
前
別
壱
升
詰
合
　
油
点
合
－
穐

充
肥
後
国
年
料
　
　
錨
聾
年
五
月
＋
吾

　
　
　
　
　
　
　
保
安
元
年
六
月
廿
八
日

前
別
壱
合

一
二

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
史
料
は
a
寛
治
二
（
一
〇
八
八
）
年
五
月
の
観
世
音
寺
解
、
b
応
徳
二
（
一
〇
八
五
）
年
三
月
一
〇
日
の
大

宰
府
政
所
下
文
、
c
長
保
三
（
一
〇
〇
一
）
年
五
月
一
五
日
の
大
宰
府
牒
、
d
保
安
元
年
六
月
二
八
日
の
奥
書
、
の
部
分
か
ら
な
る
。

本
史
料
は
確
認
で
き
る
他
の
観
世
音
寺
公
験
案
と
同
じ
く
、
d
保
安
元
年
六
月
二
八
口
の
日
付
を
有
し
て
お
り
、
従
来
知
ら
れ
な
か
っ

た
観
世
音
寺
公
験
案
の
一
つ
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
a
の
欠
損
部
分
も
写
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
概
要
を
知

り
う
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
結
論
す
る
前
に
内
容
そ
の
他
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お

き
た
い
。

　
ま
ず
、
文
書
目
録
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
史
料
が
い
ず
れ
の
公
験
案
を
抄
出
し
た
も
の
か
を
考
え
る
。
ま
と
ま
っ
て
観
世

音
寺
公
験
案
の
名
称
を
知
り
う
る
の
は
、
保
安
元
年
六
月
二
八
日
観
世
音
寺
進
上
公
験
等
案
文
目
録
〔
筒
井
寛
秀
氏
所
蔵
文
書
・
平

一
一
－
補
二
九
九
〕
、
仁
平
三
年
四
月
二
九
日
東
大
寺
諸
荘
園
文
書
目
録
〔
慈
光
明
院
所
蔵
文
書
・
平
六
－
二
七
八
三
〕
、
保
元
三
年

越
月
一
五
日
東
大
寺
進
上
筑
前
国
観
世
音
寺
文
書
目
録
土
代
〔
東
成
九
九
・
平
六
－
二
九
三
三
・
東
九
－
九
二
四
〕
、
（
後
欠
、
保
元

三
年
か
）
東
大
寺
進
上
筑
前
国
観
世
音
寺
文
書
目
録
案
〔
内
閣
・
平
九
1
四
七
七
五
・
東
五
－
一
二
七
、
東
壬
午
1
＝
1
一
一
五
〕
、

の
各
文
書
目
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
目
録
と
対
照
す
る
と
、
内
容
等
か
ら
み
て
、
こ
の
写
し
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
公
験
案

は
次
の
A
・
B
で
あ
る
（
公
験
尊
名
の
配
列
は
前
掲
の
順
序
、
（
）
内
の
数
字
は
枚
数
）
。

　
　
A
　
筑
前
国
五
仏
聖
例
文
（
4
）
・
長
保
三
年
筑
前
国
五
習
々
聖
米
例
文
（
4
）
・
四
仏
四
聖
供
料
文
（
5
）
・
五
仏
々
聖
供
料
例

　
　
　
　
文
（
5
）



　
　
B
　
五
仏
心
燈
例
文
（
3
）
・
長
保
四
年
請
文
肥
後
国
五
仏
常
燈
油
例
文
（
3
）
・
小
仏
常
燈
例
文
（
3
）
・
（
現
存
部
分
に
は
記

　
　
　
　
載
な
し
。
後
欠
部
分
に
存
在
し
た
可
能
性
あ
り
）

　
A
・
B
と
も
に
五
悪
の
仏
聖
米
・
常
燈
油
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
。
に
米
・
油
の
両
方
が
見
え
る
が
、
a
～
c
全
体
に

共
通
す
る
の
は
供
米
の
こ
と
で
あ
り
、
加
え
て
。
は
A
の
長
保
三
年
と
い
う
年
紀
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
本
史
料
は
A
の
公
験
案

を
写
し
た
も
の
と
判
断
す
る
。
本
史
料
で
奥
書
部
分
を
除
い
た
文
書
の
通
事
は
合
計
三
通
で
あ
り
、
B
の
枚
数
と
一
致
す
る
点
が
気

に
な
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
観
世
音
寺
公
験
案
は
継
紙
上
に
文
書
を
写
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
構
成
文
書
の
合
計
点
数
と
枚
数
と
が

必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
積
極
的
根
拠
と
な
ら
な
い
。
ま
た
、
東
大
寺
に
進
上
さ
れ
た
公
験
案
は
必
要
に
応
じ
て

東
大
寺
の
印
蔵
か
ら
取
り
出
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
は
別
に
譲
る
け
れ
ど
も
、
B
は
白
川
法
印
顕
恵
が
借
り
出
し
た
ま
ま
返
納
し
な
か
っ

た
文
書
の
リ
ス
ト
に
入
っ
て
お
り
、
こ
の
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
観
世
音
寺
文
書
が
東
大
寺
に
返
納
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
点
も
参
考

に
な
る
。

　
次
に
、
内
容
面
の
検
討
を
行
っ
て
お
こ
う
。
本
史
料
は
抄
出
で
あ
る
た
め
、
詳
細
が
判
然
と
し
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
お
よ
そ
の

推
移
は
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
ま
ず
。
で
、
長
保
三
年
五
月
一
五
日
、
大
宰
府
牒
に
よ
り
寒
空
昏
夢
観
音
と
四
天
王
に
対
す
る
燈

油
・
供
米
の
量
・
財
源
に
関
し
て
観
世
音
寺
に
伝
え
ら
れ
た
。
a
b
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
以
前
に
観
世
音
寺
か
ら
大
宰
府

へ
、
何
ら
か
の
要
請
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
b
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
供
米
が
滞
っ
た
た
め
、
観
世
音
寺
牒
に
よ
っ
て
供
米

の
充
当
が
申
請
さ
れ
、
応
徳
二
年
三
月
一
〇
日
、
そ
れ
を
受
け
て
大
宰
府
政
所
か
ら
筑
前
国
に
対
し
て
、
そ
の
実
行
を
命
じ
る
下
文

が
発
給
さ
れ
た
。
a
、
し
か
し
、
そ
れ
が
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
寛
治
二
年
五
月
、
観
世
音
寺
は
重
ね
て
大
宰
府
の
裁
可
を
願

い
出
て
、
大
宰
府
官
長
の
裁
可
を
得
た
の
で
あ
る
（
「
在
御
判
」
）
。
そ
の
候
補
た
り
う
る
の
は
、
こ
の
年
に
任
を
辞
し
た
大
宰
大
弐
藤

原
零
雨
（
『
公
卿
補
任
』
同
年
条
）
、
も
し
く
は
八
月
二
九
日
目
大
宰
権
帥
を
兼
ね
た
藤
原
伊
房
（
『
公
卿
補
任
』
同
年
条
）
の
い
ず
れ

か
で
あ
ろ
う
。
c
か
ら
a
に
至
る
流
れ
の
う
ち
、
c
と
b
の
間
が
八
○
年
以
上
も
離
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

二
一
二



写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

二
四

　
ま
た
そ
の
財
源
で
あ
る
が
、
供
米
全
体
と
し
て
年
間
一
四
十
四
斗
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
a
b
に
共
通
し
て
お
り
、
c
も
計
算
す

れ
ば
同
額
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
供
米
は
一
日
あ
た
り
四
升
（
不
空
羅
索
観
音
一
升
、
四
天
王
三
升
）
、
一
年
三
六
〇
日
と
し
て
、
四
×

三
六
〇
目
一
四
四
〇
升
n
一
四
石
淋
斗
と
な
る
。
た
だ
し
「
仁
義
無
料
　
前
別
壱
升
伍
合
」
と
あ
る
の
は
、
四
天
王
に
つ
い
て
の
記

述
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
の
（
一
升
五
合
×
四
R
六
升
）
、
供
米
で
な
く
、
そ
れ
と
は
別
に
「
飯
」
が
供
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
（
そ
の
場
合
、
一
日
六
升
×
三
六
〇
糸
口
年
間
一
二
石
六
三
と
な
る
）
、
や
や
判
然
と
し
な
い
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
一

四
石
盛
斗
を
、
「
本
願
施
入
帳
」
に
従
っ
て
、
筑
前
国
が
大
宰
府
に
納
め
る
庸
米
で
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
税
司
」
は
籍

米
・
雑
事
に
関
す
る
大
宰
府
の
一
部
局
で
あ
り
、
観
世
音
寺
の
法
会
・
仏
事
の
財
源
を
、
税
司
に
収
納
さ
れ
た
米
か
ら
支
出
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
例
が
あ
り
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
偶
然
に
も
江
藤
正
澄
が
③
と
し
て
書
写
し
て
い
る
「
永

延
三
年
金
堂
長
講
例
文
」
（
仁
平
目
録
）
に
、
「
税
司
納
米
」
か
ら
「
大
弐
月
狼
」
を
割
き
、
観
世
音
寺
金
堂
の
仁
王
長
講
仏
供
料
に

下
行
す
る
こ
と
、
ま
た
「
筑
前
上
例
進
税
呉
楽
米
」
を
「
塔
院
三
昧
供
米
」
と
し
て
下
行
す
る
こ
と
が
見
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
史
料
は
明
治
時
代
の
抄
出
と
い
う
限
定
が
あ
る
も
の
の
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
観
世
音
寺
公
験
案
の

一
つ
に
つ
い
て
、
公
験
案
を
構
成
し
て
い
た
文
書
の
年
次
・
概
要
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
節
　
本
史
料
の
解
釈
と
意
義

　
次
に
本
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
点
を
述
べ
る
。
ま
ず
従
来
、
公
験
属
名
か
ら
だ
け
で
は
判
ら
な
か
っ
た
「
畜
生
」
の
内
訳
が
不
空
羅

索
観
音
と
四
天
王
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
『
延
喜
五
年
観
世
音
寺
資
財
帳
』
〔
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
文
書
・
平
一
－
一
九
四
〕
に

よ
れ
ば
、
「
四
天
王
誓
言
躯
」
が
金
堂
に
安
置
さ
れ
、
「
観
世
音
菩
薩
像
壱
躯
」
が
講
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
含
む
観
世

音
寺
諸
候
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
関
係
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
史
料
の
出
現
に
よ
り
新
た
な
問
題
点

が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
五
井
が
長
保
三
年
の
時
点
で
「
新
造
菩
薩
天
王
」
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
講
堂
に



安
置
さ
れ
た
塑
像
の
不
空
誉
索
観
音
像
は
、
創
建
期
の
塑
像
が
康
平
七
（
一
〇
六
四
）
年
の
講
堂
・
塔
の
焼
失
、
康
和
四
（
一
一
〇

二
）
年
の
大
風
に
よ
る
金
堂
・
戒
壇
院
・
回
廊
・
南
大
門
な
ど
の
転
倒
、
康
治
二
（
＝
四
三
年
）
の
金
堂
・
回
廊
等
の
罹
災
を
乗

り
越
え
て
伝
来
し
て
い
た
が
、
承
久
三
（
一
二
一
＝
）
年
七
月
一
二
日
夜
半
に
突
然
転
倒
し
、
貞
応
元
（
一
二
二
二
）
年
に
現
存
の

木
像
が
再
興
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
関
係
史
料
に
従
え
ば
、
長
保
三
年
の
時
点
で
は
依
然
と
し
て
創
建
期
の
不
空
羅
索
観
音

像
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
史
料
の
解
釈
と
し
て
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
な
三
つ
の
解
釈
案
が
想
定
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
第
一
の
解
釈
案
は
、

「
新
造
」
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
解
釈
し
、
創
建
像
と
は
別
に
新
た
に
虚
空
翻
倒
観
音
像
・
四
天
王
像
が
造
立
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で

あ
る
。
そ
の
安
置
場
所
は
お
そ
ら
く
講
堂
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
『
延
喜
五
年
観
世
音
寺
資
財
帳
』
に
よ
れ
ば
、
金
堂
に
は
四
天

王
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
護
法
神
と
し
て
の
四
天
王
が
そ
れ
ま
で
講
堂
に
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
「
新
造
」
さ
れ
た
と
い
う
理
解

が
素
直
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
る
場
合
、
不
急
羅
聖
観
音
像
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
注
意
を
喚
起
さ
れ
る
の
は
、
寛
和
二
（
九
八
六
）
年
頃
に
大

宰
大
弐
菅
原
輔
正
の
発
願
に
よ
る
「
新
造
丈
六
観
世
音
菩
薩
」
の
造
立
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
〔
内
閣
・
東
五
1
＝
O

l
（
一
一
）
・
平
ニ
ー
三
七
五
〕
。
こ
の
観
音
像
は
長
徳
三
（
九
九
七
）
年
一
〇
月
に
彩
色
が
行
わ
れ
た
像
と
考
え
ら
れ
て
お
り
〔
内
閣
・

東
五
一
一
〇
八
・
平
四
1
＝
ご
六
八
〕
、
そ
こ
で
は
「
御
寺
大
仏
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
が
、
変
化
観
音
の
う
ち
何
観
音
で
あ
っ
た
か

は
っ
き
り
し
な
い
。
従
来
は
特
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
漠
然
と
聖
観
世
音
菩
薩
と
考
え
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
年
次
が
近
接

す
る
点
か
ら
み
て
、
こ
の
像
が
本
史
料
に
見
え
る
雪
空
羅
索
観
音
で
あ
っ
た
可
能
性
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
二
の
解
釈
案

で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
現
存
す
る
聖
観
世
音
菩
薩
坐
像
は
猪
川
和
子
氏
が
説
く
よ
う
に
、
創
建
期
の
像
（
猪
川
氏
は
二
階
の
如
意
輪

観
音
像
と
す
る
）
が
康
平
七
年
の
火
災
で
焼
失
し
た
後
、
治
暦
二
（
一
〇
六
六
）
年
頃
復
興
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
、
一
方
、
菅

原
面
明
発
願
像
は
、
後
世
の
災
害
に
よ
り
浬
滅
し
現
在
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
四
天
王
像
に
関
し
て
も
、
第
一

写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

二
五

騒



写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

二
六

の
解
釈
案
と
同
じ
く
、
創
建
像
と
は
別
な
も
の
が
講
堂
に
「
新
造
」
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
第
二
の
解
釈
案
は
、
長
徳
四
（
九
九
八
）
年
二
月
五
日
の
観
世
音
寺
牒
案
〔
内
閣
・
東
五
一
一
一
〇
i
（
二
）
・

平
ニ
ー
三
七
五
〕
に
見
え
る
「
去
寛
和
二
年
十
二
月
十
九
日
大
弐
兼
式
部
大
輔
菅
原
朝
臣
御
思
入
文
云
、
件
常
燈
料
油
七
斗
二
升
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
租

年
中
三
百
六
十
夜
料
、
夜
漏
二
合
、
買
直
情
穀
二
八
石
弓
斗
、
匂
油
一
升
直
間
四
斗
、
筑
前
国
労
藩
祖
穀
交
易
、
注
古
調
庸
抄
帳
、

毎
年
進
済
結
樽
備
状
、
下
節
細
越
者
」
と
い
う
記
載
と
抵
触
す
る
。
す
な
わ
ち
、
菅
原
輔
正
発
願
像
の
常
燈
油
七
斗
二
升
は
↓
晩
二

合
で
年
間
三
六
〇
日
分
の
計
算
で
あ
る
が
、
そ
の
経
費
は
籾
四
斗
で
油
一
升
に
換
算
す
る
の
で
、
年
間
二
八
石
八
斗
の
穀
が
必
要
と

な
り
、
筑
前
国
が
そ
の
穀
を
交
易
し
て
油
を
調
達
し
、
そ
の
額
を
「
調
庸
抄
帳
」
に
記
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
租
穀
」
は
、

換
算
率
か
ら
み
て
「
籾
」
と
同
じ
で
あ
り
、
要
す
る
に
米
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
調
庸
」
と
米
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は

下
米
で
あ
り
、
a
に
不
漁
霊
夢
観
音
の
供
米
と
し
て
、
筑
前
国
の
庸
米
が
見
え
る
点
と
も
共
通
す
る
。
庸
米
を
交
易
し
て
常
燈
油
を

調
達
す
る
の
で
、
「
調
庸
抄
帳
」
に
注
載
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
調
庸
抄
帳
に
つ
い
て
、
俣
野
好
治
氏
は
、
「
半
文
と
の
計
量
に
よ
っ
て
未
進
を
勘
出
す
る
機
能
を
も
っ
た
、
中
央
側
の
資
料
で
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
「
抄
帳
は
計
帳
の
調
庸
輸
納
予
定
額
を
略
抄
し
た
帳
簿
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
す
る
。
さ
ら

に
福
島
正
樹
氏
は
、
民
部
省
勘
会
で
日
収
と
勘
会
さ
れ
る
抄
帳
の
性
格
を
、
「
対
中
央
貢
納
物
の
品
目
・
額
を
納
入
先
ご
と
に
勘
会
で

き
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
文
書
（
帳
簿
）
」
「
そ
の
た
め
に
は
国
ご
と
に
日
収
と
勘
会
す
る
こ
と
に
対
応
で
き
る
形
式
（
国
ご
と
・
納

入
先
別
・
税
目
別
、
場
合
に
よ
っ
て
は
代
物
と
換
算
値
の
記
載
）
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ

で
登
場
す
る
「
車
井
抄
出
」
と
は
、
主
計
寮
で
の
勘
会
に
必
要
な
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
通
常
の
「
調
庸
砂
丘
」
で
は
な
く
、
む
し

ろ
当
用
に
供
し
た
上
甑
物
を
記
し
た
「
用
度
帳
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
右
に
示
し
た
よ
う
に
、

菅
原
輔
正
発
願
の
「
新
造
丈
六
観
世
音
菩
薩
」
の
常
燈
油
料
は
、
筑
前
国
が
租
穀
を
交
易
し
て
調
達
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し

て
、
c
に
よ
れ
ば
不
空
馬
索
観
音
の
常
燈
油
料
は
、
四
天
王
の
分
と
と
も
に
「
肥
後
国
年
料
」
で
あ
っ
て
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
（
こ



の
油
に
関
す
る
公
験
案
が
前
掲
B
で
あ
る
）
。
何
よ
り
も
、
さ
き
の
観
世
音
寺
牒
案
に
よ
れ
ば
「
新
造
丈
六
観
世
音
菩
薩
」
に
対
し
て

は
「
常
供
料
田
」
が
霜
野
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
供
米
の
財
源
と
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
筑
前
国
の
庸
米
が
持
ち
出
さ
れ
る
理

由
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
も
う
一
度
本
史
料
に
戻
る
と
、
c
の
日
付
の
横
に
「
後
書
加
ヘ
ナ
リ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
気
に
懸
か
る
。
江

藤
正
澄
は
抄
出
に
際
し
て
、
こ
の
部
分
に
筆
勢
・
墨
色
な
ど
何
ら
か
の
違
和
感
を
覚
え
て
こ
の
注
記
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
公
験
案
の
現
物
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
い
く
つ
か
の
推
測
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
私
案
で
は
「
永
保
三

年
五
月
十
五
日
目
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。
「
永
」
と
「
長
」
と
は
字
を
崩
し
て
書
い
た
場
合
、
類
似
す
る
こ
と
が
あ
り
、

も
と
の
記
載
が
判
読
に
迷
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
永
保
三
二
〇
八
三
）
年
で
あ
れ
ば
a
b
の
年
次
と
近
接
す
る

こ
と
も
理
解
し
や
す
い
。
た
だ
し
そ
の
場
合
、
仁
平
目
録
に
「
長
保
三
年
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
求
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
点
が
参
考
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
観
世
音
寺
公
験
案
を
原
本
・
写
真
版
・
影
写
本

等
で
実
見
し
た
経
験
か
ら
い
え
ば
、
整
っ
た
書
体
と
は
言
い
が
た
い
も
の
が
あ
り
、
文
意
か
ら
そ
の
よ
う
に
読
む
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
書
体
も
見
受
け
ら
れ
る
。
次
に
、
仁
平
目
録
で
「
一
巻
四
枚
　
久
安
三
年
声
々
田
数
注
文
永
慶
進
」
と
あ
る
文
書
は
、
対
応
す
る

保
元
三
年
目
録
蘭
灯
で
は
「
庄
々
注
文
一
巻
永
清
進
四
枚
」
、
保
元
三
年
目
録
案
で
は
「
庄
々
注
文
四
枚
永
清
進
」
と
見
え
る
。
「
永
慶
」

あ
る
い
は
「
永
清
」
と
あ
る
の
は
君
名
・
人
名
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
か
の
目
録
が
誤
記
し
て
い
な
い
限
り
、
本
来
の
文
書
の

記
載
が
「
永
慶
」
と
も
「
永
清
」
と
も
読
み
う
る
字
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
（
こ
の
文
書
は
現
在
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

い
ず
れ
が
妥
当
か
は
不
明
）
。
よ
っ
て
当
面
問
題
と
し
て
い
る
公
験
案
の
場
合
、
仁
平
目
録
も
江
藤
正
澄
も
該
当
部
分
を
「
長
保
三
年
」

と
読
み
取
っ
た
（
た
だ
し
江
藤
正
澄
は
違
和
感
を
覚
え
て
注
記
を
施
し
た
）
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、

a
～
c
の
年
次
も
近
接
し
、
一
連
の
流
れ
も
理
解
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
推
測
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
本
史
料
に
見
え
る
「
新
造
」
の
不
空
羅
粗
卑
音
像
と
は
、
『
扶
桑
略
記
』
治
暦
二
年
一
一
月
二
八

写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

二
七

㌦



写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

二
八

日
条
に
「
殊
加
補
修
。
如
旧
安
置
」
と
あ
る
よ
う
に
、
創
建
像
で
あ
る
塑
像
の
不
空
騒
索
観
音
像
が
康
平
七
年
の
講
堂
等
の
火
災
で

破
損
し
た
後
（
焼
失
で
は
な
い
）
、
修
理
を
加
え
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
そ
れ
を
「
新
造
」
と
称
し
た
も
の
か
）
。
こ
れ

が
第
三
の
解
釈
案
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
案
に
関
し
て
、
わ
ず
か
な
傍
証
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
a
に
「
本
願
施
入
帳
」
と
あ
る
点
で

あ
る
。
こ
の
字
句
に
は
敬
意
を
示
す
欠
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
天
智
天
皇
が
母
斉
明
天
皇
の
冥
福
を
祈
る
た
め
、
観
世
音
寺
建
立

を
発
願
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
事
と
も
符
合
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
第
三
の
解
釈
案
で
は
、
四
天
王
像
に
つ
い
て
論
理
的

な
説
明
が
苦
し
く
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
『
延
喜
五
年
観
世
音
寺
資
財
帳
』
以
降
、
金
堂
安
置
の
四
天
王
像
が
講
堂
に
移
さ
れ
て
い
た
、

等
の
想
像
を
交
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
案
に
つ
い
て
意
義
を
考
え
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
案
・
第
二
案
で
は
、
新
た
に
不
空
羅
索
観

音
像
・
四
天
王
像
が
造
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
発
願
者
が
大
宰
府
官
長
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
観
世
音
寺
に
対
す
る
信
仰
の

強
さ
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
平
安
期
に
お
け
る
観
音
の
霊
場
と
し
て
の
仏
像
の
充
実
ぶ
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
の
解
釈
案
の
よ
う
に
創
建
像
に
つ
い
て
の
公
験
案
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
不
空
羅
索
観
音
像
と
四
天
王
像
の
「
五
仏
」

が
特
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
理
由
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
不
空
羅
索
観
音
像
は
本
尊
、
も
し
く
は
中
心
的
仏
像
の
一
つ
で
あ
る

か
ら
、
当
然
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
四
天
王
像
に
つ
い
て
は
注
意
す
べ
き
事
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
類
聚
三
代
格
』

宝
亀
五
（
七
七
四
）
年
三
月
三
日
の
太
政
官
符
で
は
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
四
五
頁
）
、
大
宰
府
に
対
し
て
新
羅
に
面
し
た
「
高
顕
浄

地
」
に
「
四
天
王
像
挙
々
四
躯
」
を
造
り
、
「
最
勝
王
経
四
天
王
護
国
品
」
に
よ
り
、
新
羅
の
災
い
を
払
う
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
官
符
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
四
天
王
像
は
、
弘
仁
一
一
（
八
二
〇
）
年
三
月
四
日
の
大
宰
府
牒
案
〔
堂
本
四
郎
氏
所
蔵
文
書
＋
大

東
急
記
念
文
庫
所
蔵
文
書
・
平
一
〇
1
四
九
〇
〇
〕
に
よ
れ
ば
、
後
に
大
野
城
内
に
建
立
さ
れ
た
四
王
寺
（
四
王
院
）
か
ら
筑
前
国

分
寺
に
移
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
外
敵
か
ら
国
を
守
護
し
て
も
ら
う
目
的
で
、
四
天
王
像
が
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
田
村
圓
澄
氏
が
観
世
音
寺
に
つ
い
て
、
そ
の
寺
号
か
ら
「
観
音
に
よ
る
、
日
本
の
国
土
お
よ
び
人
民
に
対
す
る
擁
護
、
す
な



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

わ
ち
護
国
済
民
に
比
重
が
か
け
ら
れ
て
い
た
」
と
推
測
し
て
い
る
点
も
勘
案
す
る
と
、
観
世
音
寺
の
性
格
の
一
つ
と
し
て
、
護
国
の

寺
と
い
う
性
格
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
延
喜
五
年
観
世
音
寺
資
財
帳
』
仏
経
章
に
よ
り
、
四
天
王
像
と
観
世
音
菩
薩
像
以
外
の

仏
像
を
検
す
る
と
、
金
堂
に
は
阿
弥
陀
三
尊
像
が
、
講
堂
に
は
直
撃
像
が
そ
れ
ぞ
れ
安
置
さ
れ
、
あ
と
は
菩
薩
院
に
十
一
面
観
世
音

の
画
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
阿
弥
陀
三
尊
像
が
斉
明
天
皇
の
冥
福
を
祈
る
性
格
を
持
た
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
す
る
と
、
四
天
王
像
と
観
世
音
菩
薩
像
が
そ
れ
と
並
ぶ
中
心
的
な
仏
像
で
あ
り
、
安
置
場
所
が
金
堂
と
講
堂
に
別
れ
る
も
の
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
へ

そ
の
造
立
目
的
は
外
敵
か
ら
の
国
土
擁
護
で
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
が
成
立
す
る
。
そ
う
し
た
目
的
が
考
え
ら
れ
る
時
期
と
し
て
、
白

村
江
敗
戦
後
の
天
智
朝
は
ま
こ
と
に
相
応
し
い
時
期
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
観
世
音
寺
と
い
う
寺
号
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
東
北
経
営
と
の
関
係
で
あ
る
。
西
の
大
宰
府
に
対
し
、
東
北
経
営

の
拠
点
と
し
て
多
賀
城
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
多
賀
城
に
付
属
す
る
多
賀
城
廃
寺
は
、
近
年
、
西
方
の
山
王
遺
跡
（
東
町

浦
地
区
）
か
ら
出
土
し
た
、
万
燈
会
な
ど
の
仏
教
行
事
に
使
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
圷
の
一
つ
に
「
観
音
寺
」
の
墨
書
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
寺
号
が
「
観
（
世
）
音
寺
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
以
前
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
多
賀
城
廃
寺
は
観
世
音
寺
と
同
じ
く
正
面
に
講
堂
、
東
に
塔
、
西
に
金
堂
を
配
す
る
伽
藍
配
置
で
あ
り
、
筑
紫
観
世

音
寺
の
性
格
を
考
え
る
際
に
は
、
多
賀
城
廃
寺
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
護
国
の
寺
と
い
う
性

格
は
両
寺
に
共
通
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
第
三
の
解
釈
案
に
よ
ら
ず
と
も
、
『
延
喜
五
年
観
世
音
寺
資
財
帳
』
の
仏
像
構
成
、

寺
号
、
多
賀
城
廃
寺
と
の
対
照
か
ら
も
導
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
、
江
藤
正
澄
『
寧
楽
雑
纂
』
に
見
え
る
観
世
音
寺
公
験
案
に
つ
い
て
、
そ
の
紹
介
を
か
ね
て
三
つ
の
解
釈
案
と
そ
れ
ぞ
れ
の

意
義
づ
け
を
考
え
て
き
た
。
も
っ
と
も
素
直
な
も
の
は
第
一
の
解
釈
案
で
あ
る
が
、
本
文
が
抄
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
の
解
釈

案
が
成
立
す
る
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
贅
言
を
費
や
し
た
次
第
で
あ
る
。

写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

二
九



写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

三
〇

第
二
章
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
「
観
世
音
寺
太
政
官
符
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
第
［
節
本
史
料
の
概
要

　
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
観
世
音
寺
太
政
官
符
］
（
架
蔵
贈
号
離
籍
＼
9
）
は
、
観
世
音
寺
の
五
重
塔
な
ど
の

伽
藍
再
建
に
関
わ
る
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
写
し
で
は
あ
る
も
の
の
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
従
来
明
ら
か
で
な
か
っ
た
文
書
の
日
付
、

原
文
書
の
接
続
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

　
ま
ず
本
史
料
の
概
要
を
示
し
て
お
く
と
、
本
史
料
を
含
む
冊
子
は
全
四
七
丁
か
ら
な
り
、
第
一
丁
表
に
「
諸
陵
寮
之
章
」
と
「
帝

室
／
図
書
」
の
朱
印
を
捺
す
。
こ
の
う
ち
前
者
は
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
、
そ
れ
ま
で
の
御
陵
墓
課
が
諸
陵
寮
に
改
組
と
な
っ

て
以
降
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
以
外
、
詳
細
な
伝
来
過
程
は
管
見
の
限
り
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
奥
書
．

識
語
な
ど
も
な
い
た
め
、
そ
の
書
写
時
期
も
明
確
で
は
な
く
、
わ
ず
か
に
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
出
納
係
備
え
付
け
の
図
書
カ
ー
ド

に
「
江
戸
末
期
写
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
表
題
に
「
観
世
音
寺
注
進
封
庄
／
同
太
政
官
符
　
全
／
東
大
寺
起
請
」
と
あ
る
よ
う
に
、

現
状
で
は
三
種
の
文
書
の
写
し
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
『
観
世
音
寺
注
進
影
画
』
（
第
一
丁
表
～
＝
二
丁
裏
）
は
保
延
三
（
一

＝
二
七
）
年
三
月
日
の
観
世
音
寺
封
荘
作
田
地
子
段
米
注
進
状
〔
八
代
恒
治
氏
所
蔵
文
書
・
平
五
－
二
三
六
六
〕
の
写
し
、
『
東
大
寺

起
請
』
（
第
三
九
丁
表
～
四
七
丁
裏
）
は
文
永
六
（
】
二
六
九
）
年
九
月
目
の
東
大
寺
起
請
〔
東
成
四
二
・
東
七
⊥
二
一
四
・
鎌
一
四

一
一
〇
五
〇
四
〕
の
写
し
で
あ
る
。
本
章
で
取
り
上
げ
る
『
観
世
音
寺
太
政
官
符
』
（
第
一
四
丁
表
～
三
八
丁
裏
）
は
次
の
よ
う
な
構

成
と
な
っ
て
お
り
、
本
稿
末
尾
に
図
2
～
図
2
7
と
し
て
写
真
を
掲
げ
て
い
る
（
各
図
の
上
部
に
あ
る
①
～
⑪
は
本
文
の
文
書
番
号
と

対
応
す
る
）
。

　
　
①
康
和
元
（
一
〇
九
九
）
年
一
一
月
三
日
太
政
官
符



　
　
②
嘉
承
元
（
一
一
〇
六
）
年
五
月
二
五
日
太
政
官
符

　
　
③
同
年
八
月
二
〇
日
大
宰
府
政
所
牒

　
　
④
同
年
五
月
二
九
日
太
政
官
符

　
　
⑤
同
年
八
月
二
九
日
僧
逞
宴
解

　
　
⑥
同
三
年
六
月
二
一
日
太
政
官
符

　
　
⑦
天
仁
元
（
一
一
〇
八
）
年
一
〇
月
日
大
宰
府
政
所
牒

　
　
⑧
同
二
年
六
月
二
一
日
大
宰
府
解

　
　
⑨
同
年
六
月
一
〇
日
観
世
音
寺
牒

　
　
⑩
元
永
（
天
承
）
二
年
三
月
日
観
世
音
寺
三
綱
等
解

　
　
⑪
天
承
二
（
一
一
三
二
）
年
七
月
二
一
日
大
宰
府
解

　
こ
れ
を
日
付
と
内
容
の
点
か
ら
現
存
文
書
と
対
照
し
た
結
果
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
な
る
（
以
下
、
①
～
⑪
の
も
と
に
な
っ
た

文
書
を
①
～
⑪
と
表
記
す
る
）
。

　
ま
ず
①
～
③
は
現
在
、
京
都
大
学
所
蔵
の
『
古
文
書
集
』
九
（
本
稿
で
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
・
。
9
一
．
①
・
。
＼
一
8
＼
＼
㊤

に
よ
る
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
計
四
紙
か
ら
な
る
継
紙
上
に
①
～
③
の
順
で
記
す
。
こ
の
う
ち
③
が
平
四
－
一
六
五
九
と
し
て
活

字
化
さ
れ
る
）
。
た
だ
し
③
は
末
尾
が
欠
け
て
お
り
、
文
書
の
日
付
が
明
ら
か
で
な
い
。
①
②
と
同
様
な
も
の
は
、
④
と
同
内
容
を
有

す
る
文
書
と
と
も
に
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
る
観
世
音
寺
文
書
中
に
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
計
三
紙
か

ら
な
る
継
紙
上
に
②
①
④
の
順
で
記
載
さ
れ
、
東
五
－
一
一
四
と
し
て
、
お
よ
び
平
四
i
一
四
一
八
、
一
六
五
七
（
以
上
の
二
点
は

『
古
文
書
集
』
九
と
の
対
校
を
経
て
い
る
）
、
一
六
五
八
と
し
て
活
字
化
さ
れ
て
い
る
が
、
文
書
の
配
列
が
『
観
世
音
寺
太
政
官
符
』

と
は
異
な
り
、
し
か
も
紙
継
目
を
墨
が
渡
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
世
の
継
ぎ
直
し
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ず
、
こ
れ
が
①
②

写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

＝
二



　
　
　
　
写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

④
に
該
当
す
る
可
能
性
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
④
と
同
内
容
の
文
書
は
末
尾
が
欠
け
て
お
り
、
日
付
が
明
確
で
な
い
。
次
に

⑤
～
⑪
は
、
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
の
観
世
音
寺
文
書
中
に
存
在
し
て
お
り
（
題
籔
「
寺
家
修
造
」
「
官
府
宣
案
」
あ
り
）
、
東
別
一

－
一
七
1
（
一
）
～
（
七
）
と
し
て
全
体
が
翻
刻
さ
れ
、
⑤
～
⑨
は
平
四
－
一
六
六
五
、
一
六
八
八
、
一
六
九
八
、
一
七
〇
五
、
一
七

〇
六
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
①
～
⑪
が
①
～
⑪
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
書
写
状
況
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体

と
し
て
用
字
が
合
致
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
文
字
の
誤
脱
や
そ
の
補
入
状
況
が
①
～
⑪
と
一
致
、
あ
る
い
は
文
字
の
欠
損
状
況
が
、

き
わ
め
て
よ
く
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
図
2
～
図
2
7
を
も
と
に
、
図
の
番
号
・
行
数
、
の
形
で
関
係
個
所
を
例
示
す
る
。
『
古

文
書
集
』
の
分
か
ら
紹
介
す
る
と
、
図
3
・
1
4
は
②
で
「
日
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
因
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
部
分
に
欠
損
が

あ
る
た
め
読
み
誤
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
・
1
8
や
図
4
・
4
の
「
［
閨
房
」
、
同
・
6
の
「
［
老
心
」
な
ど
の
［
囲
と
さ
れ
る
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使

損
部
分
、
同
・
1
7
の
「
源
。
俊
明
」
、
図
5
・
2
の
「
修
理
左
宮
城
正
四
位
下
」
な
ど
の
脱
字
お
よ
び
そ
の
補
入
状
況
が
一
致
し
て
い

る
。
③
で
は
図
6
・
2
の
「
不
日
観
世
音
寺
」
は
「
日
」
と
「
観
」
の
間
に
「
功
」
を
脱
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
同
・
1
2
の
「
是
索

懐
」
も
「
是
素
懐
」
と
あ
る
べ
き
で
、
し
か
も
「
是
」
と
「
索
」
の
間
に
「
以
」
を
脱
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
と
も
に
③
も
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儒

様
で
あ
る
。
ま
た
、
同
・
5
の
「
状
。
重
」
（
平
で
は
本
文
中
に
入
れ
て
翻
刻
）
、
正
し
く
は
「
太
皇
太
后
宮
大
夫
陸
奥
出
羽
按
察
使
」

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
図
7
・
2
～
3
で
は
「
太
皇
大
后
大
士
陸
国
出
羽
按
察
使
」
と
す
る
点
、
同
・
1
8
の
「
相
次
締
構
」
（
「
相

次
結
構
」
と
あ
る
べ
き
か
）
な
ど
の
部
分
も
一
致
す
る
。

　
次
に
、
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書
で
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
カ
ッ
コ
内
は
該
当
す
る
東
別
一
i
一
七
の
頁
数
・
単
数
で
あ
る
）
。

欠
損
部
分
関
係
で
は
、
劉
・
4
の
編
同
型
L
は
原
文
に
欠
損
が
あ
る
た
め
「
言
」
を
読
み
誤
っ
た
と
考
え
ら
れ
（
3
●
1
7
1
）
、

箆
i
の
「
國
」
は
原
文
軍
し
に
少
し
欠
損
が
あ
り
（
4
●
4
7
）
、
図
P
・
m
の
「
園
］
」
（
聡
・
8
）
、
同
・
誇
「
圏
凹
」

（
7
6
・
1
0
）
、
図
2
2
・
1
2
の
「
嗣
剛
囲
」
（
7
8
・
1
1
）
、
図
2
6
・
1
5
の
「
［
国
」
（
8
1
・
4
）
な
ど
も
、
い
ず
れ
も
原
文
に
欠
損
が
あ
る



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
諸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雌

こ
と
に
関
係
し
て
い
る
。
図
1
6
・
2
の
「
若
。
当
」
（
7
4
・
4
）
、
同
・
3
の
「
公
家
。
傍
」
（
7
4
・
5
）
、
図
2
1
・
1
4
～
1
5
の
「
既
。

先
」
（
7
8
・
5
）
な
ど
の
脱
字
と
文
字
の
補
入
状
況
も
原
文
と
同
じ
で
あ
り
、
図
1
3
・
6
～
7
の
「
於
於
」
（
7
2
・
1
0
）
、
図
2
5
・
7
の

「
元
永
」
の
追
筆
（
8
0
・
4
）
も
一
致
し
て
い
る
。
な
か
に
は
原
文
で
傍
心
で
あ
っ
て
も
、
『
観
世
音
寺
太
政
官
符
』
で
傍
書
で
な
い

も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
書
写
の
際
、
傍
書
を
本
文
中
に
入
れ
て
写
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
一
致
か
ら
み
て
も
、

や
は
り
『
観
世
音
寺
太
政
官
符
』
は
、
『
古
文
書
集
』
、
行
方
不
明
の
一
紙
、
東
京
大
学
所
蔵
文
書
、
を
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
節
本
史
料
の
意
義

　
本
史
料
の
意
義
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
前
節
に
示
し
た
よ
う
に
原
文
書
の
接
続
関
係
が
判
明
す
る
以
外
に
、
現
在
確
認
で
き
な

い
③
の
末
尾
と
、
⑤
冒
頭
の
記
載
が
写
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（
図
9
～
1
1
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
③
は
『
古
文
書
集
』
で
は
末

尾
の
府
官
連
署
中
、
「
監
代
惟
宗
朝
臣
〈
在
判
〉
」
ま
で
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
本
史
料
の
③
で
は
そ
れ
に
続
け
て
「
監
代
小
の
朝

臣
／
町
代
建
部
／
玉
代
佐
伯
朝
臣
／
監
代
安
倍
在
判
／
嘉
承
元
年
八
月
廿
日
」
の
記
載
が
あ
る
（
図
9
・
1
1
～
1
5
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
従

来
不
明
で
あ
っ
た
③
の
日
付
が
嘉
承
元
年
八
月
二
〇
日
と
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
「
嘉
承
元
年
五
月
廿
九
日
」
と
い
う
④
の

日
付
と
、
大
宰
権
帥
大
江
匡
房
の
裁
可
文
言
を
含
む
⑤
の
冒
頭
部
分
「
依
請
　
含
量
可
作
暴
動
御
判
江
帥
殿
／
僧
逞
宴
解
申
請
　
府
裁

事
」
を
写
す
点
も
貴
重
で
あ
る
（
図
1
1
・
3
～
5
）
。
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
、
④
と
同
内
容
の
文
書
で
は
日
付
が
不
明
で
あ
っ
た

が
、
④
に
よ
り
日
付
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
存
す
る
東
別
一
－
一
七
1
（
一
）
は
、
冒
頭
に
い
き
な
り
解
状
の
要
旨
が
く
る
と
い

う
異
様
さ
が
あ
っ
た
が
、
⑤
の
よ
う
に
、
そ
の
前
に
書
き
出
し
が
存
在
し
て
落
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
状
況
は
、
も
と
も
と

継
紙
の
上
に
①
～
⑪
を
記
し
て
い
た
巻
子
か
ら
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
④
を
中
心
と
す
る
一
紙
が
脱
落
し
、
前
半
と
後
半
と
に
分
か

れ
て
寺
外
に
流
出
し
た
か
、
あ
る
い
は
寺
外
に
流
出
し
た
後
、
一
紙
脱
落
し
て
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

三
三



写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

三
四

の
場
合
、
東
別
一
！
一
七
の
各
料
紙
（
九
枚
目
の
法
話
は
縦
約
二
九
・
○
～
二
九
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
約
四
九
・
一
～
四
九
・

九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
ほ
ぼ
一
定
で
あ
り
、
紙
継
目
に
補
修
の
跡
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
自
然
に
紙
継
目
か
ら
は
が

れ
た
か
、
か
り
に
分
割
が
人
為
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
切
断
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
本
来
の
紙
継
目
か
ら

は
が
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
管
見
の
範
囲
で
筆
者
が
気
づ
い
た
、
写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て
事
例
報
告
を
試
み
た
。
第
一
章
で
取
り
上

げ
た
公
験
案
の
写
し
は
、
観
世
音
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
尊
像
に
つ
い
て
新
た
な
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
残
念
な

が
ら
抄
出
で
あ
る
た
め
、
い
く
つ
か
の
解
釈
案
を
提
示
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
、
従
来

不
明
で
あ
っ
た
文
書
の
日
付
、
な
ら
び
に
現
在
分
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
の
接
続
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
第
一
章

の
公
験
案
、
第
二
章
に
つ
い
て
も
一
部
も
と
に
な
っ
た
文
書
の
所
在
を
つ
か
み
得
て
お
ら
ず
、
今
後
に
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ど
ち
ら
も
江
戸
末
期
～
明
治
初
期
ま
で
、
も
と
に
な
っ
た
文
書
が
伝
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
現
在
で
も
現
物
が
い
ず

こ
か
に
存
在
し
、
あ
る
い
は
完
全
な
写
し
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
近
世
史
・
近
代
史
専
攻
の
方
も
含
め
て
博
く
御
教

示
を
お
願
い
し
た
い
。
も
と
も
と
日
本
古
代
史
の
史
料
は
、
他
時
代
に
比
べ
て
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
近
年
で
は
木
簡
・
墨
書
土
器

と
い
っ
た
出
土
文
字
史
料
が
新
出
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
偶
然
の
発
見
・
遺
跡
破
壊
を
と
も
な
う
発
見
に
頼

る
だ
け
で
な
く
、
文
献
史
学
と
し
て
は
近
世
・
近
代
に
写
さ
れ
た
も
の
の
な
か
か
ら
古
代
史
料
を
抽
出
し
、
古
代
史
研
究
に
生
か
し

て
行
く
作
業
も
続
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
も
そ
う
し
た
観
点
か
ら
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
示
し
た
見
解
が
十
分
で

な
い
こ
と
は
自
覚
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
も
と
に
な
っ
た
文
書
が
出
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
訂
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
部



分
も
出
て
こ
よ
う
が
、
ひ
と
ま
ず
現
時
点
で
行
え
る
考
察
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。

註（
1
）
　
皆
川
完
；
正
倉
院
文
書
の
整
理
と
そ
の
写
本
－
穂
井
田
稽
古
と
正
出
1
」
（
坂
本
太
郎
博
士
古
稀
記
念
本
編
『
続
日
本
古
代
史
論
集
　
中
巻
』
、
一
九

　
　
七
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）
。

（
2
）
　
森
哲
也
A
「
仁
平
三
年
東
大
寺
諸
荘
園
文
書
目
録
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
史
淵
』
第
一
三
七
輯
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
B
「
『
延
喜
五
年
観
世
音
寺
資
財
帳
』

　
　
の
脱
落
断
簡
」
q
日
本
歴
史
』
第
六
二
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
C
「
観
世
音
寺
文
書
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
九
州
史
学
』
第
一
二
七
号
、
二
〇
〇
一
年
）
。

（
3
）
　
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
八
月
お
よ
び
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
調
査
を
行
っ
た
。

（
4
）
　
江
藤
正
澄
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
筑
紫
豊
『
秋
月
が
生
ん
だ
明
治
の
文
化
人
　
江
藤
正
澄
の
面
影
』
（
一
九
六
九
年
、
財
団
法
人
秋
月
郷
土
館
）
の
他
、

　
　
古
賀
益
城
編
『
あ
さ
く
ら
物
語
』
（
一
九
六
三
年
、
あ
さ
く
ら
物
語
刊
行
会
）
、
西
日
本
新
聞
社
福
岡
県
百
科
事
典
刊
行
本
部
編
『
福
岡
県
百
科
事
典
　
上

　
　
巻
』
二
九
八
二
年
、
西
日
本
新
聞
社
）
、
家
臣
人
名
事
典
編
纂
委
員
会
編
『
三
頁
藩
家
臣
人
名
事
典
　
第
七
巻
』
（
一
九
八
九
年
、
新
人
物
往
来
社
）
、
日

　
　
本
歴
史
学
会
編
『
日
本
史
研
究
者
辞
典
』
二
九
九
九
年
、
吉
川
弘
文
館
）
な
ど
の
該
当
項
目
を
参
照
。

（
5
）
　
承
安
五
（
二
七
五
）
年
五
月
日
の
東
大
寺
荘
園
文
書
注
文
〔
東
未
三
－
一
一
一
一
八
・
平
七
－
三
六
九
〇
〕
。
森
哲
也
註
（
2
）
C
論
文
参
照
。

（
6
）
　
竹
内
理
三
「
大
宰
府
政
所
考
」
（
同
『
竹
内
理
三
著
作
集
　
第
四
巻
　
律
令
制
と
貴
族
』
所
収
、
二
〇
〇
〇
年
、
角
川
書
店
。
初
出
一
九
五
六
年
）
、
平

　
　
野
邦
雄
「
大
宰
府
の
徴
税
機
構
」
（
竹
内
理
三
博
士
還
暦
記
念
会
編
岡
律
令
国
家
と
貴
族
社
会
』
、
一
九
六
九
年
、
吉
川
弘
文
館
）
、
北
條
秀
樹
「
府
支
配

　
　
と
西
海
道
－
府
と
四
度
公
文
1
」
（
同
『
B
本
古
代
国
家
の
地
方
支
配
』
所
収
、
二
〇
〇
〇
年
、
吉
川
弘
文
館
。
初
出
一
九
八
O
年
）
。

（
7
）
　
こ
の
こ
と
は
森
哲
也
註
（
2
）
A
論
文
表
1
の
備
考
で
簡
単
に
触
れ
て
お
い
た
が
、
備
考
と
い
う
性
格
上
、
全
面
的
に
考
証
過
程
を
示
す
こ
と
が
で
き

　
　
な
か
っ
た
。
本
稿
が
そ
の
考
証
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

（
8
）
　
こ
の
観
世
音
菩
薩
像
が
不
詳
羅
索
観
音
像
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
錦
織
亮
介
「
観
世
音
寺
と
不
空
軸
索
観
斉
像
」
（
『
仏
教
芸
術
』

　
　
㎝
○
八
口
7
7
、
～
九
七
六
年
）
は
本
尊
を
不
潔
羅
客
観
音
像
で
あ
る
と
し
、
猪
川
和
子
「
筑
紫
観
世
音
寺
観
世
音
菩
薩
像
考
」
（
『
仏
教
芸
術
』
＝
O
号
、

　
　
一
九
七
六
年
）
は
二
腎
の
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
像
（
現
在
の
聖
観
世
音
菩
薩
坐
像
が
そ
の
後
身
と
み
る
）
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
西
川
新
次
「
聖
観
音
像
し

　
　
（
『
国
華
』
第
八
三
二
号
、
一
九
六
｝
年
）
は
康
平
七
（
一
〇
六
四
）
年
の
講
堂
・
塔
の
焼
失
後
、
そ
れ
以
前
の
中
尊
不
空
薫
索
観
音
像
（
焼
失
せ
ず
）

　
　
に
替
わ
っ
て
、
現
在
の
聖
観
世
音
菩
薩
坐
像
（
菅
原
輔
正
造
立
像
の
復
興
像
と
す
る
）
が
本
尊
に
さ
れ
た
と
み
る
。

写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

三
五



写
本
に
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音
寺
文
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に
つ
い
て

三
六

（
9
）
　
小
田
富
士
雄
「
観
世
音
寺
仏
像
回
禄
考
」
（
同
『
小
田
富
士
雄
著
作
集
一
　
九
州
考
古
学
研
究
　
歴
史
時
代
篇
』
所
収
、
一
九
七
七
年
、
学
生
社
。
初

　
　
出
一
九
五
九
年
）
、
高
倉
洋
彰
「
観
世
音
寺
の
伽
藍
と
尊
像
」
（
同
「
大
宰
府
と
観
世
音
寺
（
海
鳥
ブ
ッ
ク
ス
ー
8
）
』
所
収
、
一
九
九
六
年
、
海
鳥
社
。
初

　
　
出
　
九
八
七
年
）
な
ど
。

（
1
0
）
　
『
本
朝
世
紀
』
康
治
二
年
七
月
一
九
目
条
、
『
扶
桑
略
記
』
康
平
七
年
五
月
一
三
日
条
、
治
暦
二
年
一
一
月
二
八
日
条
、
『
朝
練
抄
』
『
一
代
要
記
』
康
平

　
　
七
年
＝
］
月
一
八
口
条
、
康
治
二
年
六
月
二
一
日
条
、
嘉
承
元
年
八
月
二
〇
日
大
宰
府
政
所
牒
案
〔
次
章
③
③
参
照
〕
、
元
永
二
（
一
一
一
九
）
年
三
月

　
　
二
七
口
筑
前
国
観
世
音
寺
三
綱
南
無
案
〔
内
閣
・
東
五
i
三
五
・
平
五
一
一
八
九
八
〕
、
久
安
四
（
＝
四
八
）
扇
面
六
月
一
六
口
筑
前
国
観
世
音
寺

　
　
堂
舎
損
色
注
文
〔
東
未
一
i
一
六
－
二
・
平
六
一
二
六
四
九
〕
、
『
身
空
雨
量
観
音
像
胎
内
墨
書
銘
』
。

（
1
1
）
　
俣
野
好
治
「
律
令
中
央
財
政
機
構
の
特
質
に
つ
い
て
」
（
『
史
林
』
第
六
三
巻
第
六
号
、
一
九
八
○
年
）
。

（
1
2
）
　
福
島
正
樹
「
財
政
文
書
か
ら
み
た
中
世
国
家
の
成
立
」
（
↑
世
紀
研
究
会
編
『
中
世
成
立
期
の
政
治
文
化
』
、
一
九
九
九
年
、
東
京
堂
出
版
）
。

（
1
3
）
　
大
宰
府
の
「
調
庸
用
度
帳
」
に
つ
い
て
は
『
類
聚
三
代
格
』
斉
衡
】
、
、
（
八
五
六
）
年
五
月
二
七
日
太
政
官
符
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
三
七
九
～
三
八
O

　
　
頁
）
、
寛
平
九
（
八
九
七
）
年
六
月
一
九
日
太
政
宮
符
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
三
八
○
～
三
八
一
頁
）
参
照
。
な
お
、
永
延
三
（
九
八
九
）
年
一
〇
月
二

　
　
五
日
大
宰
府
牒
案
〔
東
成
四
三
・
東
七
一
三
↓
五
・
平
二
一
三
三
五
〕
に
は
、
観
世
音
寺
が
支
出
に
関
し
て
「
代
代
進
府
用
途
帳
」
を
大
宰
府
に
提
出
し

　
　
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。

（
1
4
）
　
『
曇
日
本
紀
』
和
銅
二
（
七
〇
九
）
年
二
月
戊
子
（
二
日
目
条
に
は
、
「
詔
日
、
筑
紫
観
世
音
寺
、
淡
海
大
津
宮
御
宇
天
皇
、
郷
学
後
面
本
宮
御
宇
天
皇
、

　
　
誓
願
所
基
也
。
錐
累
年
代
、
迄
今
未
了
。
宜
大
宰
商
最
、
充
駆
使
丁
五
十
許
人
、
土
倉
閑
月
、
嘉
応
人
夫
、
専
加
検
校
、
早
漏
造
作
」
と
あ
り
（
新
日
本

　
　
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
）
、
観
世
音
寺
建
立
の
発
願
者
を
天
智
天
皇
と
す
る
が
、
倉
住
靖
彦
「
地
方
の
古
代
寺
院
－
観
世
音
寺
・
下
野
薬
師
寺
と
地
方

　
　
豪
族
の
氏
寺
1
」
（
狩
野
久
編
『
古
代
を
考
え
る
　
古
代
寺
院
』
、
一
九
九
九
年
、
吉
川
弘
文
館
）
は
、
『
類
聚
三
代
格
』
嘉
祥
元
（
八
四
八
）
年
＝
月

　
　
三
日
の
太
政
宮
符
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
一
三
〇
頁
）
に
、
「
当
寺
天
武
天
皇
所
建
立
也
。
坂
東
十
国
得
度
者
威
措
置
寺
受
戒
。
今
尋
建
立
之
由
。
与
大

　
　
宰
観
音
寺
一
揆
也
」
と
見
え
、
下
野
薬
師
寺
が
観
世
音
寺
と
と
も
に
天
武
天
皇
に
よ
る
建
立
と
伝
え
る
点
を
も
と
に
、
観
世
音
寺
の
発
願
が
「
不
改
常
典
」

　
　
の
よ
う
に
天
智
に
仮
託
さ
れ
た
可
能
性
を
述
べ
る
。
た
だ
「
五
種
建
立
之
由
。
与
大
宰
観
音
寺
一
揆
也
」
と
は
、
両
寺
が
受
戒
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
強

　
　
調
し
て
い
る
と
解
せ
な
く
も
な
い
。

（
1
5
）
　
田
村
圓
澄
「
観
世
音
寺
草
創
考
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
四
四
回
忌
、
一
九
八
五
年
）
。

（
1
6
）
　
こ
の
点
に
関
連
し
、
大
永
六
（
一
五
二
六
）
年
作
成
の
絵
図
を
江
戸
期
に
写
し
た
と
さ
れ
る
『
観
世
音
寺
伽
藍
絵
図
』
に
よ
る
と
、
通
常
、
持
国
・
多



　
　
聞
の
二
天
が
安
置
さ
れ
る
中
門
に
「
四
天
王
」
と
朱
書
さ
れ
て
お
り
、
観
世
音
寺
に
お
け
る
四
天
王
の
重
要
性
を
知
る
上
で
参
考
と
な
る
。
同
絵
図
に
つ

　
　
い
て
は
、
太
宰
府
市
平
饗
委
員
会
攣
太
宰
府
市
十
二
術
工
馨
巨
編
』
（
一
九
九
八
年
太
宰
府
市
）
六
九
墨
蹟
九
山
一
算
参
照
（
蟄
担
当
は
八

　
　
尋
和
泉
氏
）
。

（
1
7
）
　
高
倉
敏
明
「
山
王
遺
跡
」
（
多
賀
城
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
多
賀
城
市
史
　
第
四
巻
　
考
古
資
料
』
、
一
九
九
一
年
、
多
賀
城
市
）
、
菅
原
弘
樹
「
多
賀

　
　
城
周
辺
の
様
子
－
宮
城
県
多
賀
城
市
山
王
遺
跡
の
調
査
1
（
文
化
財
レ
ポ
ー
ト
ニ
八
七
）
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
五
四
四
号
、
一
九
九
三
年
）
。

（
1
8
）
　
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
五
月
置
太
宰
府
市
史
史
料
調
査
時
に
実
見
し
た
。

（
1
9
）
　
『
図
書
寮
叢
刊
　
書
陵
部
蔵
書
印
譜
　
下
』
（
一
九
九
七
年
、
宮
内
庁
書
陵
部
）
三
三
〇
～
三
三
一
頁
。

（
2
0
）
③
は
『
常
設
展
日
本
の
古
文
書
解
説
・
釈
文
』
（
一
九
九
五
年
、
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
）
に
も
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。

（
2
1
）
　
こ
の
点
は
一
九
九
五
年
五
月
、
太
宰
府
市
史
史
料
調
査
時
の
原
本
観
察
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
内
閣
文
庫
所
蔵
文
書
の
性
格
に
つ
い
て
は
断

　
　
案
を
得
な
い
が
、
観
世
音
寺
五
重
塔
の
再
建
が
幾
度
も
申
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
い
ず
れ
か
の
機
会
に
開
進
文
書
な
ど
と
し
て
写
さ
れ
た
も

　
　
の
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
寺
外
流
出
文
書
で
も
あ
り
、
そ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
後
考
を
挨
ち
た
い
。

（
2
2
）
　
な
お
、
図
5
・
6
は
「
府
政
所
牒
」
と
だ
け
記
す
が
、
こ
れ
は
③
に
存
在
す
る
充
所
「
観
世
音
寺
衙
」
の
明
ら
か
な
書
き
落
と
し
で
あ
る
。
ま
た
②
と

　
②
を
対
照
す
る
と
、
図
3
・
1
2
と
同
・
1
3
の
問
に
は
「
造
兼
又
難
論
神
社
」
の
文
言
が
落
ち
て
い
る
。

（
2
3
）
　
こ
の
点
は
一
九
九
九
年
五
月
、
太
宰
府
市
史
史
料
調
査
時
に
確
認
し
た
。

〔
付
記
〕

　
　
本
稿
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
九
州
史
学
研
究
会
大
会
（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
五
日
、
於
九
州
大
学
）
に
お
け
る
同
題
の
口
頭
報
告
を
も
と
に
、
作
成
し
た

　
も
の
で
あ
る
。
報
告
の
基
礎
と
な
っ
た
史
料
調
査
、
大
会
当
日
の
質
疑
応
答
、
成
稿
に
際
し
、
以
下
の
諸
氏
・
諸
機
関
に
は
特
に
御
教
示
・
御
高
配
を
賜
っ

　
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
。

　
　
石
田
実
洋
、
遠
藤
基
郎
、
緒
方
知
美
、
川
上
貴
子
、
後
藤
恒
、
坂
上
康
俊
、
佐
藤
全
書
、
重
松
敏
彦
、
朱
雀
酪
農
、
立
畠
敦
子
、
田
渕
義
樹
、
堀
江
潔
、

村
井
章
介
、
山
崎
大
輔
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
太
宰
府
市
史
編
集
委
員
会
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
。
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匝
一
拠
，
箸
訳
鑑
中
毒
有
裁
事
」

　
　
　
　
諦
重
ま
各
面
免
葦
陶
託
入
喀
奴
主
婦
図
逸
晦
誓
約
庸
ゐ
イ
ρ
乙
ゲ

’
直

一
亘

ま
惨
ス
究
竣
を
嫁
ネ
赫
「
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
d

・
蜜
’
ノ
多
肯
一
」
’
：
　
．

る
皐
孔
論
　
　
左
端
，
ノ

　
ゆ
　
の

壷
整
・
陸
、
。
献
客
充
ワ
磐
石
互
停
虞
冬
草
調
書
・
嫌
ヲ
毒
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勺
・
丘
伍
一
多
η
ノ
ρ
局
ヨ
も
　
　
～
－

歯
襟
　
厘
を
を
曹

・
養
馳
拳
侮
哲
画
配
筏
｝
罐
汐
焼
一
穆
㍗
ノ

　
日
別
一

　
　
虞
ザ
え
繁
三
筆
6
薫
里
雪
祝
ち
・
界
敗

　
　
　
実
杢
恕
僅
段
、
峰
井
町
ぢ
型
・
湾
小
書
象
・
弊
前
別
蚕
八

　
　
　
干
れ
綾
㊨
多
哲
　
　
酔
．
磨
、
射
二
一
肴
左
・
！
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忍
冬
董
△
・
－

劉雑礫僻蔵所館屠掘勃鰍
九

ユ図



①
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太
減
官
学
太
宰
痴

　
み
轟
栓
鬼
門
畜
今
宰
痴
傭
遣
親

　
「
せ
野
寺
五
師
溢
壱
州
多

右
隠
ぽ
飛
玄
欄
鉱
漏
サ
輔
博
鱗

懸
橋
灌
寝
常
内
停
婚
彊
奪
袴
許

、
三
三
冶
昂
マ
，
参
造
感
し
ゅ
ア
軸

管
旧
習
蘭
寺
奇
浄
既
特
命
拷
蘭

害
嵐
巽
傷
・
薗
・
裏
悪
妻
町
回
7
鵬
商

ω矧
官

政太寺音世
襯

蔵所部陵書庁
内

宮

即

之
影
胸
鎚
絵
依
伝
》
病
田
本
誌

剛
之
蓼
4
蓄
楓
う
由
丁
鰍
倭
芸
伽
欽

朽
附
テ
冷
奉
二
幅
…
町
薦
骨
梶
豆

者
者
お
大
回
室
ふ
－
勃
軍
師
妓

飛
栓
え
涛
レ
櫛
冷
峯
膚
励
更
考
宜

遜
麹
傭
宣
竹
之
二
十
」
奉
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
劃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
剣

　
　
・
戸
融
ゐ
摯
工
卿
茎
田

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
、
■

②
同

②

太
政
宣
籍
『
　
大
勢
み
嬬

　
！
．
躯
．
玄
武
診
論
協
ρ

”
・
感
謬
言
獺
鱗
鵜
燭

　
　
更
馳
重
壁
捧
冷
爵
視
老
誉

　
　
’
考
繕
宜
婚
一
泰
湘
繭
澱
儒

　
　
溝
一
望
穿

右
瞬
ψ
轟
、
仏
竹
野
岬
大
拠
三
篠

’
ら
際
遇
ユ
乃
で
ユ
3
’
奏
吠
係
重

即
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写
本
に
見
え
る
観
世
音
寺
文
書
に
つ
い
て

四
〇

三
孝
ゆ
搾
拾
曇
・
斎
光
帝
乏
轡
額
西

府
之
曳
底
之
而
茗
承
平
竿
，
申
寺

、
家
有
丸
埠
泌
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